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時つ品えらせ水 鳴診

• 
全国下水道促進デー9月刊日

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
快
適
に
す
る
下
水
道
。
誰
も
が
知
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
て
い
る
下
水
道
で
す
が
、
案
外
正
し
く
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下
水
道
の
役
割
は
、
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
性
格
は
地
昧
で

あ
ま
り
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
い
て
、
私
た

ち
の
知
ら
な
い
所
で
、
下
水
道
は
都
市
活
動
や
個
人
の
生
活
環
境
や

財
産
を
守
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
す
。

九
月
十
日
は
、
「
全
国
下
水
道
デ

i
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
下
水

道
の
果
た
す
役
割
や
重
要
性
を
も
う
一
度
考
え
直
し
ま
し
ょ
う
。

一
下
水
道
の
は
た
ら
キ
C

わ活
p

凶

ψ

池
山
川

完
刊
しK

坊
ぶ
w

m心開
」戸、，
l
h

• 

議のまわりに表担だ水ざ定ま

らないので、害虫や伝染病の

長韮を詰ぐことができます。

・うつくしい自然
すいしつはぜん

[水質保全]
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きれいなトイレガ使えます。

一三一三一;ヲー?名高孟み?でき
揺れだ或はきれいにしてから錯すの

で、「!?ゃ、通の去がきれいになります。
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を
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近
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〈
一
F
ぷ
包
ヘ
毘
館
内
包
mw

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ

た
地
域
で
は
、

一
日
も
早
く
宅
内
の
下

水
道
排
水
設
備
工
事
を
し
て
下
水
道
本

管
へ
つ
な
ぎ
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

② 

ノ



釜無川流域

下水道ワイス

次
の
下
水
道
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
お

答
え
下
さ
い
。

全
問
正
解
者
に
は
、

上
げ
ま
す
。

記
念
品
を
差
し

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
ク
イ

ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、

昭
和
町
役
場
都
市

計
画
課
下
水
道
係
(
押
越
5
4
2
の

2
)
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
切
り

9
月
初
日
ま
で

。品門林一

下
水
道
つ
イ
ス

⑦
、
釜
無
川
流
域
下
水
道
に
関
連
し

て
い
る
市
町
村
数
は
い
く
つ
で
し

ょ
う
か
?

(
イ
、
何
口
、
日
ハ
、
何
)

②
、
昭
和
町
で
下
水
道
工
事
が
着
工

さ
れ
だ
の
は
何
年
度
で
し
ょ
う
か
?

(
イ
、
昭
和
印
年
度
口
、
昭
和

位
年
度
ハ
、
平
成
元
年
度
)

③
、
平
成

5
年

4
月
現
在
、
昭
和
町

の
下
水
道
本
管
の
総
延
長
は
何
闘

で
し
ょ
う
か
?

(
イ
、
約
41
畑

口

、

約

5
陥

ハ
、
約
刊
剛
)

④
、
町
で
工
事
を
し
た
下
水
道
管
の

最
も
太
い
も
の
は
何
仰
で
し
ょ
う

か

?
(イ、

A
l
o
o
m

口、

4
1
2
0

仰
ハ
、

2
0
0
m
)

⑤
、
次
の
う
ち
下
水
道
巳
流
し
て
は

い
け
な
い
も
の
は
い
く
つ
あ
る
で

し
ょ
う
か
?

食
用
油
野
菜
く
ず
灯
油

洗
濯
排
水
新
聞
紙
雨
水

風
呂
水
脱
脂
綿
タ
バ
コ

の
吸
い
殻
ビ
ニ
ー
ル
袋

(イ、

8

口
、
ア
ハ
、

9
)

⑥
、
昭
和
町
の
下
水
道
受
益
者
負
担

金
は
、

41
附
当
だ
り
い
く
ら
で
し

ょ
う
か
?

(イ、

2
4
1
0円
口
、

3
4
1
0

円
ハ
、

4
4
1
0
円
)

事方法、工事費用や支払い方法などに

ついて、指定工事庖と打合せをしてく

ださい。

申請者は「役場、下水道係」に、工

事の申込みをします。便器の種類、工

平成59.1③広報しようわ



平
成
五
年
度
国
保
税
の
税
率
、
が
決
ま
り
ま
し
た

税
率
は
二
年
連
続
据
え
置
き
に

八
月
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
月
で
し
た
。
八
月
分
の
国
保
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
の
医
療
費
が
落
ち
着

い
た
も
の
と
な

っ
た
た
め
、
内
部
財
源
を
活
用
し
、
税
率
は
二
年
連
続
据
え
置
き

と
い
た
し
・
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
保
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て
非
常
に
厳
し
く
、
こ
れ
以
上
医
療
費
が
増
加
す
る
と
、
国
保
税
の
引

き
上
げ
に
よ
り
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
項
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ハ
シ
ゴ
受
診
な
ど

ム
ダ
な
医
療
費
は
減
ら
し
、
よ
り
適
正
な
受
診
に
加
入
者

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
国
保
税
は
、
国
保
を
運
営
す
る
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
財
源
で
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
と
幸
せ
を
守
る
国
保
税
は
必

ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

O国保の重要な財源となる保険税は、

次の4つの合計により算出されます
①+⑫+③+④ が年税額となります。(限度額は50万円です)この

年税額から 4-7月の額を引いた額が 8-3月の額となります。

(百円単位の端数は B月で調整します)

※年度途中の加入・脱退は、月割り計算となります。

税率 18、00%

(前年度同額)
② 

税率 3、20%

(前年度問額)
① 

税額 23，500円

(前年度向額)

+ 
④ 

税額 15.，870円

(前年度同額)
③ 

口4年度

3
億
3
5
9
3
万
円

国保医療費の状況

2
億
9
4
4
0
万
円

口3年度

2
億
6
9
7
4
万
円

口E年度

4
億
2
7
2
8
万
円

4
億
ー
8
4
6
万
円

3
億
5
8
4
7
万
円

5 i意

4億

3億

2億

l億

※退職者…現在、国保に加入しており、長年会社や役所などに勤め i
ていて年金をうけている70歳未満の人およびその家族。

くに口持預
だ必でつ金
さ 要 備て通
い 事 え納帳
。項 イ寸付

をけ 書 銀
記の 裏 行
入 J 面届
し ιの出
て 語 金印
お咋融
申 22機納
し絵関付
込 室 の 書
み ご窓を

年金の口座振替は

納め忘れもなく

老人

一般介 退 職 介 老 人 4に2コ誌 言十

2年度 109，792円 330，495円 475，220円 175，490円

3年度 128，441円 335，920円 495，624円 194，807円

4年度 131，714円 274，418円 539，226円 202，326円

O一人あたりの医療費

一般介

。

便利で‘安心です。
企
口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

④ 

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す

'シ」ω
国
民
年
金
保
険
料
を
昭
和
町
指
定

金
融
機
関
(
郵
便
局
は
除
く
)
の
指
定

し
た
預
金
口
座
か
ら
、
自
動
的
に
保

険
料
が
払
い
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
納

め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

平成5.9.1広報しょうわ

ω
毎
月
保
険
料
を
支
払
い
に
行
く
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
聞
が
は

ぶ
け
ま
す
。
と
く
に
仕
事
の
忙
し
い

方
、
不
在
が
ち
の
方
な
ど
に
便
利
で

す
。

ω
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
翌
年
度

か
ら
の
分
も
自
動
的
に
口
座
振
替
と

な
り
ま
す
。
解
約
の
手
続
き
を
し
な

い
限
り
毎
年
継
続
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
の

き



の
が
ん
ば
り
ま
し
た
準
優
勝

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、

次
の
二
つ
の
大
会
で
見
事
に
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

六
月
に
行
わ
れ
た
第
十
三
回
ラ
イ
オ

ン
カ

ッ
プ
全
国
大
会
山
梨
県
大
会
で
は
、

予
選
か
ら
強
敵
な
チ

l
ム
を
ス
ト
レ
ー

ト
で
次
々
と
破
り
準
優
勝
を
お
さ
め
ま

!レ

h
~

。
一
方
、
七
月
に
行
わ
れ
た
山
梨
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
兼
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
県
大
会
で
も
強

豪
チ

i
ム
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
、
決

勝
リ

l
グ
で
勝
敗
・
セ

ッ
ト
数
も
同
率

だ

っ
た
た
め
、
惜
し
く
も
得
失
点
差
で

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め

て
リ
ー
グ
戦
の
恐
ろ
し
き
を
知
り
、
こ

れ
か
ら
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
関
東
大
会

へ
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

監
督
の
保
坂
さ
ん
か
ら
は
、
「
原
点
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
中
で
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
段
階
を
踏
ん
で
上
が

っ
て

い
っ
た
の
で
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
勝
つ
た
め
の
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積

み
重
ね
に
よ

っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
二
年
間
指

導
し
て
い
て
初
め
て
の
準
優
勝
で
、
子

ど
も
た
ち
に
も
父
兄
の
皆
さ
ん
に
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

ツ
カ
l
大
会
に

と
し

サ

ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
八

月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
の
三
日
間
、
茨

城
県
の
笠
松
運
動
公
園
球
技
場
を
中
心

に
開
催
さ
れ
た
第
十
七
回
関
東
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

昭
和
町
チ

l
ム
は
、
六
月
に
行
わ
れ

た、

第
二
十
二
回
山
梨
県
春
季
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
に
お
い
て
、
第
三
位
と
い

う
好
成
績
を
収
め
、
関
東
大
会
出
場
の

キ

ッ
プ
を
子
に
し
ま
し
た
。

こ
の
関
東
大
会
に
は
、
八
都
県
か
ら

合
計
二
十
四
チ

l
ム
が
参
加
し
、

三
チ

ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
の
後
、
一
・

二

・
三

位
パ

l
ト
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い

ま
し
た
。
昭
和
チ

l
ム
は
、

P
K
戦
で

惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

監
督
の
藤
本
さ
ん
は
「
最
初
の
試
合

は
緊
張
ぎ
み
で
し
た
が
次
の
試
合
は
終

始
押
し
ぎ
み
で
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
ご
戸
援
に
感
謝
し
ま

す
。

」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
少
パ
レ
i

③

勝イ愛

総合でフ位

目種4 

第44田

中巨摩郡体育祭。
A準優勝に輝いたスポ少バレーの皆さん

中
巨
摩
郡
下
十

一
町
村
が
参
加
し
た

郡
体
育
祭
り
が
、
七
月
十

一
日
白
根
町

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
二
百
七
十
名
が
二
十

七
種
目
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
四
種
目
に
優

‘F

町
体
育
指
導
員
と
し
て
十
年
間
活
躍

さ
れ
た
高
野
さ
ん

八
月

一
日
の
日
曜
日
、
こ
の
夏

一
番

と
い
う
猛
暑
の
中
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の

球
技
大
会
が
、
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
は
ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

と
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

今
年
も
各
公
認
審
判
員
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
正
確
で
ス
ム
ー
ズ

な
ジ
ャ
ッ

ジ
で
進
行
す
る
試
合
に
応
援

の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
声
援
に
も
熱
が

入
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル〉

優

勝

築

地

新

居

地

区

チ

l
ム

準

優

勝

飯

喰

ρ

三

位

河

西

刀

〈女
子

ミ
ニ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

優

勝

築

地

新

居

C
チ
ー
ム

準

優

勝

河

東

中

島

B
チ

l
ム

三

位

西

条

二

区

A
チ

l
ム

勝
す
る
な
ど
総
合
で
第
七
位
と
な
り
ま

し
た
。
総
合
優
勝
は
竜
王
町
、
準
優
勝

櫛
形
町
、
第
三
位
は
白
根
町
で
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
中
巨
摩
郡

体
育
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
町
か

ら
は
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
五
期
十

年
に
渡
り
尽
力
さ
れ
た
、
清
水
新
居
の

高
野
公
介
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

平成5.9.1

-

優

勝

種

目

⑤広報しようわ

国
第
三
位
種
目

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

卓
球
女
子
・
銃
剣
道

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

ク
レ

l
射
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ご利用ください
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一一yス

家
庭
に
お
い
て
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
な

ど
特
別
な
理
由
で
中
長
期
間
介
護
が
で

き
な
い
場
合
に
、
昭
寿
荘
な
ど
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
お
世
話
い
た
し
ま

す
。な

お
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス

・
シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
も
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
昭
寿
荘
を
中
心

に
四
月
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

-
利
用
で
き
る
方

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

痴
呆
性
の
お
年
寄
り

身
体
の
弱
い
お
年
寄
り

た
だ
し、

病
状
の
安
定
し
て
い

る

方
に
限
り
ま
す
。

-
利
用
で
き
る
場
合

介
護
を
し
て
い
る
家
族
が
、
病
気
、

出
産
、
事
故
な
ど
の
社
会
的
理
由
、

ま
た
は
自
営
業
の
季
節
的
多
忙
な
ど

私
的
理
由
で
介
護
で
き
な
い
場
合

0

.
利
用
で
き
る
期
間

九
十
日
(
社
会
的
理
由
)

六
十
日
(
私
的
理
由
)

-
利
用
料
金

一
日
に

一
千
円
程
度
(
食
事
代
)

・
ぉ
申
込
み

地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
か
、
役
場

健
康
福
祉
課

(
岱
万
1

2
1
1
1
)

ま
で
ど
う
ぞ
。

。
企「昭寿荘」デイサービスセンター

八
月

一
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

〔
配
置
が
え
〕

総
務
謀
財
政
係
長

(
出
納
室
係
長
)

清

水

裕

美

出
納
室
係
長
(
都
市
計
画
課
開
発
指
導

係

長

)

山

下

雪
江

企
画
行
政
課
企
画
係
長
(
教
育
委
員
会

総

務

係

長

)

小

林

耐

三

町
民
窓
口
謀
国
民
健
康
保
険
係
長

(健

康
福
祉
課
福
祉
係
長
)
佐
久
間
喜
美
江

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長

(建
設
課

9月15日は

『敬老の日』

15日--21日は

老人福祉週間です

毎
年
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日」

で
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら

一
週
間
は

「老
人
福
祉
週
間
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
、
各
地
区
で
敬
老
会
が

行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん

の
功
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
長
寿
が

お
祝
い
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方

方
に
対
し
て
は
、
泉
町
長
自
ら
訪
問
し

記
念
品
を
贈
り
米
寿
を
お
祝
い

し
ま
す
。

寵器購
管

理

係

長

)

笹

本

久

弘

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係
長

(
企
画
行

政
課
企
画
係
長
)

都

築

勝

人

建
設
課
管
理
係
長
(
総
務
課
財
政
係
長
)

井

口

悟

経
済
課
農
政
係
長
(
町
民
窓
口
課
国
民

健

康

保

険

係

長

)

雨

宮

章

人

健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
(
環
境
衛
生
課

環

境

衛

生

係

長

)

田

中

邦

彦

教
育
委
員
会
総
務
係
長
(
経
済
課
農
政

係

長

)

長

瀬

博

志

企
画
行
政
課
(
健
康
福
祉
諌
)

お
年
寄
り
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
理
解
を
深
め
、
生
き
が
い
の
あ

る
福
祉
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

永
寿
を

迎
え
る
み
な
さ
ん

細小市平 ít~ 山深塩石小堀井秋
田林川賀田口沢田原林之口山

!大j
辰光彦お

ま
雄代三つ

(
敬
称
略
)

(
西
条

一
区
)

(
西
条
一
区
)

(
西
条

一
区
)

(
西
条
二
区
)

(
清
水
新
居
)

(
西
条
新
田
)

(
河
東
中
島
)

(
河
東
中
島
)

(
河
東
中
島
)

(

飯

喰

)

(

河

西

)

(

河

西

)

(
上
河
東
)

ゆっ

るき

し、り

せ近

た
つ
の

つ
る
よ

ト
ミ
ヲ幸

虞

今

村

主

一

税

務

課

(

経

済

課

)

向

山

初

子

建
設
諜
(
教
育
委
員
会
)
五

味

一

治

建
設
謀
(
議
会
事
務
局
)
丹
沢
由
美
子

健
康
福
祉
課
(
企
画
行
政
課
)

山
本

靖

教
育
委
員
会
(
建
設
謀
)
三
井
浩
樹

議
会
事
務
局
(
建
設
課
)
長
田
昌
子

〔
新
採
用
〕

嘱
託
・
温
水
プ

l
ル

曽

根

異

由

美

(
八
月
四
日
付
け
)

矢
口

初

美

" 

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

【
一
般
図
書
}

o
明
日
と
い
う
過
去
に

連
城
三
紀
彦

メ
デ
ィ
ア
パ
ル

O
晴
れ
た
空
、
そ
よ
ぐ
風

永
倉
万
治

P
H
P
研
究
所

0
私
の
本
棚

松

本

佑

子

講

談

社

。
夢
球
場

森

本

毅

郎

学

習

研

究

社

。
盲
導
犬
、
ダ
イ
ナ

ト
ム
・
サ
リ
ヴ

ァ
ン

平
凡
社

{
児
童
図
書
}

O
ま
ん
ぼ
う
塾
物
語

斉

藤

洋

学

習

研

究

社

O

ア
メ
リ
ア

サ
ラ
・
ダ

l
キ
l

o
命
燃
や
す
日
々

マ
オ
・
ア
キ
ラ

0
あ
そ
ぽ
う
よ
セ
イ
ウ
チ

佐

々

木

マ

キ

絵

本

館

。
ヵ
i
リ
ン
の
じ
か
ん

シ
ュ
ク
テ
ィ
ナ

文
渓
堂

文
渓
堂

ア
ス
ラ
ン
書
房

⑥ 平成5.9.1広報しようわ



重雪会;;;鯵⑧告会'~，~会
香西かおりがやって来るグ

町
を
あ
げ
て
の
い
ち
だ
い
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
今
年
も
十
月
十
日
に
押
原
中
学
校
々

庭
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
、
お
よ
そ
八
千
人
の
み
な
さ

ん
が
つ
め
か
け
、
祭
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
五
回
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
香
西
か
お

り
さ
ん
を
迎
え
て
の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
各
種
団
体
の
出
庖
、

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
か
ざ
る
ふ
る
さ

と
花
火
大
会
と
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
も

り
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
お
祭
り
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
来
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
『
香
西
か
お
り
さ
ん

ふるさと

した。去
1

唱。
4
司
新
し
い
町
民
パ
ス

子
ど
も
た
ち
が

町
で
は
、
新
し
く
四
十
二
人
乗
り
町

民
パ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
い
た
三
十
七
人
乗
り
町
民
パ

ス
が
、
購
入
以
来
八
年
経
過
す
る
な
ど

古
く
な
り
ま
し
た
の
で
買
い
替
え
ら
れ

宇
品
!
レ

h
~

。

新
し
い
パ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
パ
ス

よ
り

一
回
り
大
き
く
な
り
、
通
路
も
広

く
、
天
井
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

座
席
も
五
つ
増
え
、
運
転
手
を
除
き
四

十
人
ま
で
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
新
し
い
パ
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の

パ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
火
曜
日
と
木
曜

日
は
福
祉
パ
ス
と
し
て
総
合
会
館
の
温

泉
を
利
用
さ
れ
る
方
の
送
迎
を
し
、
そ

の
他
の
日
は
、
町
内
各
種
団
体
の
送
迎

な
ど
を
い
た
し
ま
す
。

ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、
役
場
総
務

課

(
密
日
ー
2
1
1
1
)
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

『
町
長
と
語
る
会
』

青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議
の
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
町
内
の
児
童
六
十
名

を
対
象
に
『町
長
と
語
る
会
』
が
八
月
五

日
に
中
央
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
普
段

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
率
直
に
発
表

し
合
い
、
地
域
へ
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
す
る
気
持
ち
が
培
わ
れ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

泉
町
長
か
ら
は
、
自
ら
が
体
験
し
た
戦

企和気あいあいの「町長と語る会」

争
の
話
や
台
風
災
害
を
受
け
た
町
の
様

子
な
ど
を
交
え
て
話
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
広

T

い
体
育
館
を
造

っ
て
欲
し
い
」
「
通
学

日

路
を
整
備
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
い
ろ
成

い
ろ
な
要
望
が
出
さ
れ
、
和
気
あ
い
あ
三

い
の
う
ち
に
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

⑦ 広報しようわ
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んなの広

はっびいたいむ

第 3回山梨県会長杯壮年

会で準優勝

ゐ
フ
月
は
、
七
月
巳
行
わ
れ
だ
第
三
回

山
梨
県
会
長
杯
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
、
県
下
の
強
豪
チ
ー
ム
を
撃
破
し

見
事
に
準
優
勝
を
果
だ
し
た
壮
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
ク
ラ
ブ
は
昭
和
体
協
壮
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
「
昭
和
ク
ラ
ブ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
町
の
壮
年
(
四
十
才
台
)
の

代
表
チ

l
ム
と
し
て
、

全
日
本
壮
年
、

県
会
長
杯
壮
年
、

山
日

Y
B
S
旗
争
奪

市
町
村
対
抗
壮
年
の
各
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
長
杯
で
は
、
中
巨
摩
郡
代

表
決
定
戦
で
、
八
団
体
協
に
四
対
三
で

勝
ち
郡
代
表
と
な
り
、
県
大
会
は
、
初

日、

一
回
戦
・
対
山
梨
地
区
二
対

O
、

二
回
戦
・
対
春
日
居
体
協
(
昨
年
準
優

勝
)
七
対
二
、
二
日
目
、

三
回
戦
・
対

六
郷
体
協
三
対

一
、
準
決
勝
・
甲
府
ス

ピ
リ
ッ
ツ
(
昨
年
三
位
)
九
対
三
と、

勝
ち
進
ん
で
、
決
勝
戦
で
は
、
昨
年
優

勝
の

山
梨
貢
川
壮
年
と
対
戦
し
四
対
八

と
惜
敗
し
、
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

町
リ
ー
グ
戦
で
は

A
級
リ

l
グ
に
参

加
し
、

全
員
四
十
才
台
の
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
?
プ
レ

l
で
、
昨
年
は
四

位
、
本
年
は
七
月
末
現
在
三
勝
と
健
闘

し
て
い
ま
す
。

ま
た
野
球
経
験
者
が
多
い
の
で
、
体

協
壮
年
野
球
チ
ー
ム
と
し
て
、
郡
・
県

大
会
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
昭
和
ク
ラ
ブ
に
は
、
十
八
名

の
部
員
が
い
ま
す
、
中
学
・
高
校
・
社

会
人
な
ど
で
野
球
を
や
り
、
昭
和
体
協

一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
の
代

表
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
人
も
多
数
い

ま
す
が
、
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
ソ

フ

ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た
人
も
い
ま
す
。
半

数
ち
か
く
の
人
は
転
入
者
で
す
が
、
チ

ー
ム
に
溶
け
こ
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
み
な
が
ら
、
親
睦
を
深
め
プ
レ

ー

し
て
い
ま
す
。

町
内
の
四
十
才
台
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

愛
好
す
る
み
な
さ
ん
の
入
部
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

チ

ー

ム

連

絡

先

築
地
新
居

堀
井
長
光
(
岱
万

1
4
4
8
4
)

企町内の40歳台の男子て構成しているクラブチームです。

d称お山そ-/1#〈手づくり料理〉
-材中)(4人分)

なす 41固350g 豚薄切り肉 120g ゆでだけのこ 100g 干し惟貰 3個

青ねぎ T本 チキンコンソメスープ 2カップ衣小麦粉4カップ、水%カップ

しようゆ大さじT 片栗粉、調昧料、ごま油、泊

-下りー

① なすはヘタを切り1.5cm厚さの輔切りにして薄い塩水につけ、浮き上がらないよ

うに皿をかぶせ戸クを抜きます。

豚肉は食べやすい大きさに切ります。

椎首はもどし、だけのこと共に短冊切りにします。

青ねぎは斜め切りにします。

分量のスープに塩小さじ%、しようゆ大さじ3、砂糖大さじ2、酢小さじ2、ごま

油小さじ%で昧をつけ、片栗粉大さじ 1 ~を混ぜておきます。

衣を作ります。分量の水としようゆを合わせ小麦粉に加え軽く混ぜ合わせます。

揚げ油を180度Cに熱し①のなすの水気をふき取って、⑥の衣をつけ油に入れて

返しながらカラット揚げます。

⑦のj由を大さじ2ほど残して熱し②③を強火で抄め豚肉に火ガ通ったら青ねぎ

を入れ⑤のスープを加えて-煮えさせ、とろみがついだら火からおろします。

器に揚げだてのなすを盛り、⑧の熱いあんをかけます。

上他留 つ 無 握 服 無 涙 無 無
戸人守むロ手売口長泉口口
まに香じです場だの故の
ではに風もる鏡つも誠子
飲知 一 砂ロ貝温にたろ意何
めら人舞へみ聞学さ届か
ばれ無上ばもい友をか不
無た ロげ宴明てリ悟ぬ足
口 〈のて会 日 張 | るもの
もな日我アへ り ダ七ど朝
喋いのれンのこ |十 かの
り舞長をコ卒ん格路し膳
出台さ追|業 でど さ
す裏 うル子 な

り

②

③

④

⑤

 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

f8 
{ず
な
す
の

誕 百
酢

栄養改善推進員 ・4・・
今村茂子さん(;献新居)tJろ

JZT古て熱L|会
あんをかけ、なすの衣の歯

ざわりが感じられるぐらい IJ

zf誌な官話{す
れます。

仁二二ゴ

井
口

素
木

⑧ 

こ
う
ぼ
う
川
川
一
一

迎
え
酒
妻
に
死
に

神
追
い

出
せ
ず

鍋
物
へ
笑
っ
て
も
つ
れ
る
夫
婦
箸

入
梅
の
時
に
は
傘
も
荷
の

一
つ

孫
抱
い
て
言
葉
優
し
き
頑
固
者

⑨
一
待
合
は
老
人
だ
ま
り
の
花
ざ
か
り

湯
煙

に
明
日
の
活
力
に
じ
み
で
る

多
忙
さ
に
無

口
で
過
す
日
々
の
幸

行
政
の
流
れ
を
変
え
た
舞
台
裏

金
星
へ
土
俵
め
が
け
て
布
団
舞
い

負
け
ぬ
気
い
か
や
っ
ぱ
り
舞
台
上
り
気
味

聞
主
流
す
ゆ
と
り
世
間
を
丸
く
住
み

後
幾
日
名
医
無
口
で
背
が
佑
び
し

震
源
地
助
け
て

l
の
声
血

の
叫
ひ

虚
を
つ
か
れ
次
の
言
葉
を
唾
ど
飲
み

持
病
が
運
命
の
様
に
梅
雨
を
病
み

平成5.9.1

矢

崎

竜
星

広報しょうわ

磯
部

玉
枝

高
野

夏
子

沢

花
枝

堀
内
美
代
子

山
本
み
よ
子

三
神
ま
も
る

森

田
み
ず
は

森
田

狂
花

相
原
あ
き
子

中
;尺

久
子

j尺

春
男



肝癌検診
について

正之

て

山梨医科大学講師

第一外科山本

レま

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ど
の
病

気
も
そ
う
で
す
が
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

胃
癌
や
大
腸
癌
で
は
食
事
が
と
り
に
く

か
っ
た
り
、
便
通
異
常
が
出
現
す
れ
ば
、

患
者
さ
ん
の
方
か
ら
進
ん
で
検
査
や
治

療
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
患
者
さ

ん
側
、
医
療
側
の
両
方
が
納
得
し
て
お

り
、
定
期
検
診
の
施
行
も
割
合
に
や
り

や
す
い
環
境
の
も
と
に
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ

で
も
、
決
し
て
、
手
遅
れ
に
な
ら
な
い

進
行
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
も
の
も

あ
り
、
治
療
成
績
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
肝
癌
で
は
、
肝

臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

体
内
の
も

っ
と
も
重
要
な
臓
器
の
ひ
と

つ
で
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
大
き
い
機

能
予
備
力
(
蓄
え
)
を
持

っ
た
臓
器
で

あ
る
た
め
に
、
少
々
の
こ
と
で
は
症
状

が
で
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
極

端
に
い
え
ば
、
肝
臓
の
ほ
と
ん
ど
が
腫

よ
う
に
占
拠
さ
れ
て
い
て
も
症
状
が
全

く
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
す
。
お
な
か

に
何
か
硬
い
も
の
を
触
れ
た
り
、
全
身

が
黄
色
く
な
っ
て
貰
だ
ん
が
で
で
き
た

り
、
お
な
か
全
体
に
水
が
溜
ま
っ
て
(
腹

水
)
脹
れ
上
が
っ
た
り
し
た
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
お
医
者
さ
ん
を
訪
れ
て
も
、

肝
癌
が
原
因
に
よ
る
場
合
に
は
、
も
う

手
の
下
し
ょ
う
が
な
い
時
期
に
な

っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
肝
癌
は
み
つ

か
っ
て
も
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
い
う

考
え
が
、
つ
い
最
近
ま
で
患
者
さ
ん
側
、

医
療
側
の
両
方
に
あ

っ
た
こ
と
も
事
実

で
し
た
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
が
進
み
、

肝
癌
の
中
で
も
肝
細
胞
癌
と
い
う
肝
癌

で
は
、
癌
に
な
り
や
す
い
高
危
険
群
と

い
う
病
態
が
分

っ
て
き
ま
し
た
。
わ
が

く
に
の
肝
癌
中
、
肝
細
胞
癌
は
全
体
の

約
九
割
も
あ
り
、
肝
細
胞
癌
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、
手

遅
れ
に
な
る
こ
と
な
く
、
治
癒
す
る
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
私

ど
も
の
外
科
で
も
週
に
一
回
は
肝
切
除

が
行
な
わ
れ
る
ほ
ど
に
肝
切
除
は
安
全

な
手
術
と
な
り
、
切
除
以
外
の
治
療
法

も
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。
お

分
か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
高
危
険
群

に
当
て
は
ま
る
人
を
定
期
的
に
超
音
波

検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
、
直
径
二

叩

以
下
の
小
さ
い
肝
癌
が
み
つ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
高
危
険
群
と

は
肝
硬
変
の
方
、
ビ
ー
ル
ス
性
肝
炎
の

方
な
ど
で
す
が
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
な
病
気
を
お
持
ち
の
方

の
中
に
も
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
一

見
お
元
気
に
日
常
過
ご
し
て
い
る
方
も

多
く
あ
る
の
で
す
。
従
っ
て
、
ま
ず
、

一
般
検
診
を
進
ん
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
方
や
、
地

方
病
、
肝
臓
病
の
既
往
の
あ
る
方
、
家

族
、
血
族
に
肝
臓
病
に
掛
か

っ
た
人
が

1

あ
る
方
、
輸
血
既
往
歴
の
あ
る
方
な
ど
刊

は
知
ら
な
い
間
に
肝
炎
ビ
ー
ル
ス
感
染
成

や
肝
硬
変
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

i

肝
癌
検
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。
男
性
叫
ん

で
は
四

O
歳
以
上
、
女
子
で
は
五

O
歳

い

以
上
が
対
象
年
齢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

報

詳
し
く
は
町
の
健
康
福
祉
課
に
お
尋
ね

広

く
だ
さ
い
。
企
画
財
団
法
人
里
仁
会
⑨
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初心者

-
今年度は特に昼の音1)も設けましたの

で、今まで、時間的制約から参加出来

なかった方も、ぜぴ挑戦してみてはい

かがですか。

1， 日 H寺

夜の部 9月20日(月)・ 21日(火)

22日(水)

午千麦 7 :30~ 9 :30 

昼の部 9月27日(月)・ 28日(火)

29日(水)

午前 9: 30~1 I: 30 

2， 場所中央公民館第 3会議室

3，定員各部 10名

4， 講師アオノ ワープロ教室講師

5，費 用 無 料

6，申し込み 9月 6日(月)から10日(金)
まで。定員になり次第締め

切ります。

昭和町教育委員会 75-3737

ω身
障
害
者
の

み
な
さ
ん
ヘ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
(
平
成
五
年
度
前
期
分
)
の
請

求
を
受
付
け
ま
す
。

-
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、
身
体
障

害
者
手
帳

一
級
・

二
級
、
戦
傷
病
者

手
帳
特
別
・
第

一
・
第
二
項
症
、
療

育
手
帳
A
に
該
当
す
る
人
。

受
付
・
日
時

一

会

場

九
月
一
日
(
水
)
一

ん
寸
前
十
時
三
十
分

i

一
竜
王
町
北
部
公
民
館
一

一
片
方
悦
三
時
三
十
分

一

一

九
月
二
日
(
木
)

一

一

午
前
九
時
三
十
分

l

一
山
梨

県
自
治
会
館
一

午
後
四
時

一

一

九
月
三
日
(
金
)

一

一

汁
γ
前
十
時
1

一櫛
形
町
中
央
公
民
館

一

一
片
ナ
後
三
時

一

一

・
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
峡

中
福
祉
事
務
所

(
g
M
1
4
3
0
5
)

ま
で

特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す

特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終
え
た

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
に
、
改
め

て
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国
債

を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の
妻
に
、

額
面
百
八
十
万
円
の
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

O
第
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
等

に
、
額
面
九
十
万
円
の
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
(
岱
万
1

2
1
1
1
)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い。

戦
没
者
等
の
妻
、

父
母
等
の
み
な
さ
ま
ヘ

下水道祭りのお安11らせ
釜無川浄化センタ ーでは、 「全国下水道促

進デー」の一環として、浄化セ ンタ ー施設を

一般開放し、下水道祭りを行し、ます。多く

の皆さんのご米場をお待ちしています。

.日時 9月12日(日)

.会場 釜無川浄化センタ ー(増穂町長沢)

.内容施設案内、各種イベント

(記念品も多数用意してあります)

問合せ 釜無川浄化センタ-fi0556-22-8511

O
採
用
予
定
人
員

若
干
名

O
学
歴
要
件

高

等

学

校

s
u
・
4

2

1

専
修
・
短
大

S
M
N
・
4

2

1

大

学

S

M

・

4

2

1

。
住
所
要
件
平
成
五
年
八
月

一
日
以

前
に
組
織
市
町
に
本
人
ま
た
は
家
族

の
住
所
が
あ
る
方

O
試

験

日

十

月

十

一
日
(
月
)

O
場

所

甲

府

商

業

高

等
学
校

O
試
験
要
項
及
び
受
験
申
込
書

九
月

一
日
以
降
消
防
本
部
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い

O
受
験
申
込
み
受
付
期
間

九
月
十
三
日
j
三
十
日
ま
で

O
問
合
せ
先
甲
府
地
区
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
人
事
課
人
事
係

(
g
n
l
1
1
9
0
)
ま
で

申種

EZ 
区語
調験

防警
本内
部

豊かさは住みよい環境住まいから

10月 1目、全国一斉に“住宅の国勢調査"

ともいわれる住宅統計調査が行われます。こ

の調査は、“豊かな往生活"実現のための基礎

となるものです。調査員が 9月中旬から調査

票を持って調査をお願いするお宅に伺います。

ご協力をお願いします。

昭和田役場

お問合せは企画行政課ヘ (ft75-2111)

町内受通事故

発生件数
「気をつけて

朝の一言 忘れずに

==ア月分--

件数 |負傷|死者|
物損48件 I19人 I0人
(+ 12) 

人掲 16件
(ー 2

U

)' I ( -5) I (土0)

( )内は、前月比
(西条・押原駐在所調べ)

郵便窓口取扱い時間 八
月
か
ら
、
田
富
郵
便
局
が
普
通
郵

便
局
と
な
り
、
窓
口
取
扱
い
時
間
も
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
山
本
局
長
が
退
職
し
、
後
任
局
長
は

冨
樫
勲
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

(
g
nー

3
0
5
0
)

曜 日

時間内

郵便 窓 口

取扱い時間

時間

速達郵便の引受け
及ぴ料金納付のた
めの切手販売

外

保管華同更物、
不在留置郵
便物の交付

9:00-19: 00 8:00-9:00 

8:00-9:00 
15:00-19:00 

9 :00-14: 30 

平日

土曜日

日日程日
休日

8:00-9:00 

8:00-9:00 
15:00-17:00 

9 :00-12: 30 

9:00-15 :00 

取扱わない

E
富
郵
便
局
か
5

広報しようわ 平成5.9.1 ⑩ 



〈保健衛生だより〉

手し 児 健 康 =-ロzJ，ジ，、v 査 因子手帳受付及び一般健康相談

日時 9月6日(月)・17日(金)・27日(月)
実施日 三両久+: ゴ、11 /l 臼し 受 付時間

午前9時~竹時30分
場所総合会館

平成5年5月
午後オ時 ※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参して くださしL

出生児一
※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

9月14日
栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

(火) すので、お気軽にお出かけくださ L、。
平成5年2月

午後オ時30分
出生児

ツベルクリン反応模査とBCG接種

実施日 百五 当 ノI日し 受 付時間 .<ツベルクリン反応横査〉

日 時 9月ア日(火)・8日(水)午後4時---2時

平成4年8月 場 所総合会館

出生児
午後オ時 該当児

9月16日 女平成 4年10月1日~平成 5年 3月31日までの出生児。

(木)
女平成 4年 4月1日~平成 4年 9月30日までの出生児で末接F

平成4年11月 種の人。

出生児
午後T時30分 女平成 4年 9月に BCG接種を した人(陽転確認のため)

女平成元年10月1日以降出生児で未接種の人。

※上記該当児のうち BCG接種後 1年以内の人は対象から除

場所 総合会館 外されます。

持ち物 母子手l限・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル 持ち物 母子子市長・予防接種受付カード

.<判定及びBCG接種〉

3 歳 児 健 康 量ロ分ジ 査 実施日 9月9日(木).10日(金)

受付時間 判定・ ・・・午後 1時00分一 1時30分
実施日 9月30日(木) BCG接種・・・・午後 1 時~2 時
受付時間午後4時---1時30分

場 所総合会館
場 所総合会館

持ち物 母子手帳・問診票
該当児 平成 2年 6月1日-7月31日までの出生児、及ぴ

前回未受診児。 ※実施方法
持ち物 母子手11長・ 3歳児健康診査票・食べものについて 1. 今回、初めてツベルク リン反応検査を受ける人は、 8

の質問票・尿検査セット 。 日(水)に検査をし、 10日(金)に判定及びBCG接種です。

2. 昨年9月に BCGを接種した人は、 7日(火)にツベルク

手し 児 京.:Il支E ~ 外 科 模 =-ロzeJジ，、v リン反応検査をし、 9日(木)に判定をします。

実施E3 9月29日(水)
※詳しくは、個人通知でお知らせします。

受付時間午後オ時---1時30分
場 所総合会館 3 ネ重 JごtEuヨ 4c2コh 予 防 接 手重
該当児 平成 5年5月1日~平成 5年 6月30日までの出生児。

持ち物 母子手帳 日 時 9月21日(火)午後オ時---2時

場 所総合会館

子 F邑:=， が ん 模 吾ロdジp 該当児

砂I期…・・平成 3年3月1日~平成 3年 8月31日までの出生児。

期 閏 10月---12月 砂II期・・・・・・ I期 3回を完了して 1年から l年 6か月以内の人。

模診場所指定医療機関 砂平成 2年 9月1日~平成 3年 2月28日までの出生冗で未接

横 診料無料 種の人。

※愛育班員を通じて申込みを受けますが、直接希望される方 持ち物母子手帳・問診票
は役場健康福祉課(ft75-2111)で申込み受診票を受けとっ 〈注意事項〉
てくださし」 O体温がはかっていないと岐種できません。体温は必ずはか

ってく ださし、。

飼えなくなった犬猫の収集日 O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

日時 9月3日(金)・ 17日(金)午前10時50分---10時55分
くつぎのような人は接種できません〉

発熱している人。または著しい栄養障害のある 人。
場所総合会館前

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

f苗の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし っか 3. はしか (MMR)、BCG接種後 1か月以内の人。

り封をして ください。 4. l年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

⑪広報しようわ 平成5.9.1
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※収集日が祝日の場合は収集業務はし、た しません

ので次回の収集日をご利用くださ ¥" 0
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ダン区
区

火 ・金曜日

28.6日 .9日・ 13日

16日 ・20日 ・27日・ 30日

3日・ア日 ・10日・ 14日

17日 ・21日 .24日 ・28日

第3水曜日毎月第?水曜日第4水曜日毎月 第2水曜日空
力
ン

ガ
ラ
ス 4日8日・ 22日

だきし、。

⑫ 

押河 紙築飯河上上

東漉地 河
河東

中阿新 一
越島原居膿西東区

毎週月 ・木曜日

西

条

新

田

清

水

新

居

西

条I也

燃
え
る
物

平成5.9.1広報しようわ

228C第4水曜日)
ゴ組
ミ大


